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好熱性細菌BP-863について
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●海産物の高温発酵飼料から単離された。
●ヤシ酒乳酸菌　Bacillus thermoamylovorans　近縁種。
（新種　B.hisashii BP-863株）
●豚・マウスにおいては、脂質代謝・腸管免疫・有機酸代謝
などに影響をもたらすことが明らかになっている。
●NITEに国際寄託し、国際寄託番号「BP-863」が付与された。



実験方法
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●給与フード
・BP-863を添加した総合栄養食
・給与エネルギー：RER×1.4～1.8
・給与期間：８週間
・給与頭数：4頭（M.ダックスフンド2頭、柴犬1頭、
ウェルシュコーギー1頭）
●分析項目
・腸内細菌叢：次世代シーケンサーを用いて16SrRNA配列解析
（可変領域V1～V2領域を増幅し、3000リード/サンプル）

・脂肪領域： 領域拡張法を活用して、脂肪を示すＣＴ値を
識別する犬用の解析ツールを開発し、当該ツールを用いて
脂肪領域を定量評価。

・体重・体脂肪率：1週間に1回計測。
・血清成分分析



結果　～体重・体脂肪率～

4A:MD/♂/13歳　B：WC/♀/13歳　C:SB/♀/１歳　D：MD/♂/1歳
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結果　～CTスキャンによる内臓脂肪量の解析～

　C:SB/♀/１歳　D：MD/♂/1歳

D 給与後8週間

C 給与前

C 給与後8週間

緑:皮下脂肪　赤:内臓脂肪

80スライス(肝臓下部-尾根元)の平均値

アディポネクチン量と逆相関

5.5%減

p = 0.17

D 給与前

20.5%減

p <  0.001

解析範囲



結果　～血清成分～
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アディポネクチン 　C:SB/♀/１歳　D：MD/♂/1歳

（ng/ml)



結果　～腸内細菌叢～
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門レベル

A:MD/♂/13歳　B：WC/♀/13歳　C:SB/♀/１歳　D：MD/♂/1歳



結果　～腸内細菌叢～
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属レベル A:MD/♂/13歳　B：WC/♀/13歳　
C:SB/♀/１歳　D：MD/♂/1歳



結果　～腸内細菌叢～
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属レベル
A:MD/♂/13歳　B：WC/♀/13歳　
C:SB/♀/１歳　D：MD/♂/1歳



結果　～腸内細菌叢～
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種レベル
A:MD/♂/13歳　B：WC/♀/13歳　
C:SB/♀/１歳　D：MD/♂/1歳



結果　～腸内細菌叢～
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種レベル A:MD/♂/13歳　B：WC/♀/13歳　
C:SB/♀/１歳　D：MD/♂/1歳



結果　～腸内細菌叢～
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種レベル A:MD/♂/13歳　B：WC/♀/13歳　
C:SB/♀/１歳　D：MD/♂/1歳



結果　～腸内細菌叢～
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多様性 A:MD/♂/13歳　B：WC/♀/13歳　
C:SB/♀/１歳　D：MD/♂/1歳
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結果　～腸内細菌叢～

多様性



まとめ
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１．体重は減少傾向にあり、体脂肪率は顕著に減少傾向に
あった。専用ツールを使用したCT値の解析でも、脂肪領域の
減少が確認され、体脂肪の減少が明らかになった。

２．16SrRNA配列解析による腸内細菌叢解析の結果、
Firmicutes門の減少、Bacteroides門の増加、Clostridium 
Cluster XIの減少など、“痩せ型”の腸内細菌叢へと変化した。
また、多様性は増していた。

３．アディポネクチンに関しては、増加傾向にあり内臓脂肪の
減少が示唆された。

腸内細菌叢の改変により、脂質代謝に影響及
ぼしていることが示唆された。


